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　WHOの執行理事としてWHOの政策決定等にかかわっ

ています。昨年６月の WHO 総会は、歴史上はじめて日

本政府が議長国となりましたが、日本政府を代表して尾

身理事長が議長役を任され、チャールズ皇太子、ビルゲ

イツら各国要人が参加する１週間に及ぶ会議において、

国家間の利害が錯綜する問題を精力的に調整し、総会決

議を取りまとめました。

新型インフルエンザ等対策閣僚会議（内閣総理大

臣が主宰）の下で、内閣総理大臣が指名する感染症

の専門家等 27 名により構成される有識者会議の会長

として、新型インフルエンザ等対策の円滑な推進を

図るため内閣総理大臣に提出する意見の取りまとめ

をしています。本年１月 23 日に総理大臣官邸で行わ

れた新型インフルエンザ等対策訓練では、内閣総理

大臣や関係閣僚らとともに訓練に参加しました。

昨年夏以降、東京都で発生したデング熱国内感染事例を検証し、今後の蚊媒介感染症対策に反映するた

めに東京都が設置した対策会議の座長として、WHO での経験を踏まえて議論を進め、患者未発生時、患

者発生時、アウトブレイク時のステージごとの目標と対策を示した報告書を年末に取りまとめました。

ＷＨＯ執行理事

内閣官房「新型インフルエンザ等対策有識者会議」会長

東京都「蚊媒介感染症対策会議」座長

尾身理事長

国内外の多彩な活動

JCHO 理事長の尾身茂は、元・WHO 西太平洋地域事務局長としてポリオ根絶や SARS 等の感染症対策等

に活躍しましたが、現在も JCHO 丸のかじ取りを行う一方で、コミュニティーヘルスケアや感染症対策の専

門家として、厚生労働省参与、WHO 執行理事を務めるなど、国内外で様々な議論をリードしています。こ

こでは、その一端を紹介したいと思います。

上記のほか、厚生労働省「国際的な Active Aging（活動的な高齢化）における日本の貢献に関する検

討会」の座長等を務めています。また、厚生労働大臣が本年２月に設置した「『保健医療 2035』策定懇談

会」でも、日本医師会の横倉会長らとともにアドバイザーに指名されました。

TOPICS
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　JCHO に勤務する会員の資質の向上、地域医療に関する調査研究並びに教育の促進

を図り、もって地域医療の向上及び医学・医療の発展に寄与することを目的として、「一般

社団法人 地域医療機能推進学会」が平成 27 年１月 21日付で設立され、２月 25 日に

開催された第１回理事会において、学会の事業内容等が決定されました。

（主な事業内容）

　○JCHO学会の開催
・年１回２日間の開催
　※第１回のJCHO学会は、平成28年２月26日（金）、27日（土）に本部研修棟等を会場に開催予定

　○地域医療機関誌
・４半期ごとに発行

　○人材育成
・海外留学の実施
・各種研修会の実施

　○調査、研究及び政策提言 
・地域医療等の向上に強く関心のあるJCHO内外の人々と共同研究を実施し、政策提言する。

　○講演会
・地域医療や医療経営等テーマを決めて実施（広く公的・民間を問わずディスカッションする予定）
・本部及び各地区での開催予定

　○福利厚生
・団体定期保険の加入、積立貯蓄、住宅ローン等の優遇金利等（詳細は学会ホームページ又はJCHOnetを参照）

　○その他

（会員）
　○ 当法人の目的や事業に賛同する本部役職員及び病院長、

病院長以外の職員

（会員、社員、役員）
　○社員会員：目的及び趣旨に賛同した本部役員及び病院長
　　一般会員：社員会員以外の職員
　○ 役　　員（理事：16名）を選出（設立時の役員が設立当初

２年間役員となる）

（会費）
　○社員会員（役員及び院長）6,000円／年間（１か月500円）
　○一般会員（上記以外の者）1,200円／年間（１か月100円）

（事務局）　JCHO本部２階
一般社団法人　地域医療機能推進学会

　　　　　　　　　　　　　事務局　三浦、仲田

住所　〒108－0074　東京都港区高輪３-22-12

          ℡03-3445-5125　fax03-3445-5110

一般社団法人 地域医療機能推進学会  事務局長       三浦　司

地域医療機能推進学会の設立
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Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
は
、
２
０
０
２
年

に
ア
メ
リ
カ
で
提
唱
さ
れ
た
新
し
い
概
念
で
す
。

２
０
１
２
年
Ｃ
Ｋ
Ｄ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、

わ
が
国
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
さ
ん
は
１
３
３
０
万
人
と

成
人
の
８
人
に
１
人
に
達
し
て
お
り
、
21
世
紀
に

出
現
し
た
新
た
な
国
民
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
乏
し
く
、
患
者
、
医
療
者
双
方
に

見
逃
さ
れ
や
す
く
、
晩
期
に
な
っ
て
か
ら
腎
臓
専

門
医
へ
紹
介
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

進
行
す
る
と
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
が
高
率
に
発
症
す

る
た
め
、
早
期
に
発
見
し
、
栄
養
療
法
・
薬
物
療

法
そ
し
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
治
療
の
鍵
と
な

り
ま
す
。

当
院
は
、
昭
和
44
年
に
滋
賀
県
下
初
の
人
工
透

析
室
を
開
設
し
、
現
在
53
床
で
、
１
８
８
名
が
維

持
透
析
中
で
す
。

平
成
15
年
よ
り
集
団
指
導
と
し
て
「
じ
ん
教

室
」
を
開
催
し
、
平
成
24
年
８
月
よ
り
教
育
入
院

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
年
の
12
月
に
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ

対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
25
年
４
月
か
ら

は
、
個
別
的
に
継
続
指
導
で
き
る
療
養
外
来
と
し

て
、「
そ
ら
ま
め
相
談
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

対
策
委
員
会
は
、
内
科
医
師
３
名
（
腎
臓
専
門

医
２
名
）、
看
護
師
12
名
（
腎
セ
ン
タ
ー
５
名
・
病

棟
５
名
・
外
来
２
名
）、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
２
名
、
管
理
栄

養
士
１
名
、
薬
剤
師
１
名
、
臨
床
検
査
技
士
１
名
、

理
学
療
法
士
１
名
、
事
務
２
名
で
構
成
さ
れ
、「
広

報
ユ
ニ
ッ
ト
」「
デ
ー
タ
分
析
ユ
ニ
ッ
ト
」「
指
導

ユ
ニ
ッ
ト
」
と
３
つ
の
小
集
団
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

「
広
報
ユ
ニ
ッ
ト
」
は
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
啓
発
活
動
と
し

て
地
域
の
開
業
医
の
先
生
方
に
「
そ
ら
ま
め
通
信
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

「
デ
ー
タ
分
析
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
は
当
初
、
当
院
の

患
者
さ
ん
に
調
査
し
た
結
果
、
腎
臓
専
門
医
へ
の

紹
介
基
準
を
満
た
す
患
者
さ
ん
が
８
０
３
人
も
い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
月
ご
と
の

推
移
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

「
指
導
ユ
ニ
ッ
ト
」
は
、
看
護
師
が
医
師
の
診

察
に
同
席
し
て
指
導
内
容
の
確
認
を
し
た
う
え
で
、

別
室
で
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
病
期
に
あ
っ
た
療
養
生
活
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
患
者
さ
ん
の
セ
ル

フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
意
思
決
定
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
管
理
栄
養
士
は
、
食
事
療
法
の
処
方
に

従
い
、
患
者
さ
ん
の
生
活
パ
タ
ー
ン
に
沿
っ
た
食

事
メ
ニ
ュ
ー
の
調
整
方
法
を
具
体
的
に
繰
り
返
し

指
導
し
ま
す
。

薬
剤
師
は
、
副
作
用
を
含
め
た
薬
剤
の
性
質
や

飲
み
合
わ
せ
、
服
薬
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の
指
導

を
行
い
ま
す
。

Ｍ
Ｓ
Ｗ
は
、
医
療
費
の
補
助
制
度
や
介
護
保
険

な
ど
福
祉
制
度
の
活
用
相
談
、
理
学
療
法
士
は
、

患
者
さ
ん
に
合
っ
た
運
動
療
法
の
指
導
を
、
そ
れ

ぞ
れ
直
接
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
に
行
い
ま
す
。

多
職
種
で
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
、
院
内
の

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
画
面
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト

を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
内
容
を
ス
テ
ー
ジ

に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
指
導
内
容
に
対
す
る
患
者
さ
ん
と
家
族

の
反
応
を
記
載
し
、
委
員
会
で
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
に
よ
り
、
次
回
の
「
そ
ら
ま
め
相
談
室
」
で
の

課
題
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
多
職
種
で
の
情
報
共

有
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
不
可
逆
性
の
疾
患
で
あ
り
、
治
療
は

数
年
〜
10
年
以
上
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
そ
ら
ま
め
相
談
室
」
は
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
さ
ん

の
定
期
的
な
受
診
行
動
か
ら
は
じ
ま
り
、
健
康
問

題
を
中
心
に
、
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
活
か
し
て
関
わ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
、

自
身
の
生
活
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
新
た
な
生

活
習
慣
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
試
み
に
努
め
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
患
者
さ
ん
の
状
況
を
、

心
身
の
両
面
か
ら
把
握
し
、
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
、

患
者
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
医
療
者
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
使
命
の
一
つ
で
あ
る
“
地
域
住
民

へ
の
情
報
発
信
”
と
し
て
、
地
域
で
の
“
お
お
つ

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
”“
看
護
の
日
”
な
ど
を
通

じ
て
、
今
後
も
Ｃ
Ｋ
Ｄ
啓
発
活
動
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

CKD（慢性腎臓病）への対応
～「そらまめ相談室」

看護師長
熊木　貴子

TOPICS
チーム医療の

推進

滋賀病院

12

１. 募集対象
・ 病院（介護老人保健施設等の病院附属施設を含む）、地区事務所及び本部の業務に関する職

場チームの活動であって、業務改善への効果が確認できるもの。

・ JCHO発足以後の職場チームの活動を対象としますが、活動の開始時期がJCHO発足以前の

ものも対象とします。

・ 活動例としては、経営改善、サービス向上、医療安全、地域連携等の活動が考えられます

が、これらに限定はされず、チームの職種や人数についても制限はありません。

２. 応募手続
・ 病院長から地区理事に理事長への推薦依頼を提出（平成27年は10月31日迄に提出）しま

す。地区理事は優秀な事例を選定し、理事長に推薦します。

３. 審査
・ 本部に設置した審査委員会で審査し、特に優秀な事例（５件〜10件程度）を表彰対象と

して決定し、そのうちの１件を最優秀賞とします。

４. 表彰 
・ 受賞事例のチームに対しては、表彰状を授与し、副賞を添えます。表彰式は、原則として

JCHO学会の会場で行います。

５. 広報
・ 受賞事例はホームページ、JCHOニュース等を通じて広く紹介します。応募事例の概要

は、原則としてJCHO-NETの掲示板で紹介します。

概 要

職場チームによる業務改善の取り組みに係る表彰制度の創設

　中期目標で JCHO に課せられた使命に応えていくには、変化する地域医療の課題やニーズに対応すべく、自ら
を日々新たにする「改革」の意識と行動が不可欠です。その趣旨は JCHO の理念にも明記されたところですが、
このことを JCHO の文化として着実に定着させるため、新たに職場チームによる業務改善等の取り組みを表彰す
る制度を創設しました。各職場においては、業務改善に向けた創意工夫あるチーム活動に果敢に挑戦するとともに、
効果的な取り組みが JCHO 全体で共有できるよう、積極的に応募するようお願いします。
　なお、業務改善に向けた現状分析や対策検討に有効な QC 関係スキル（親和図、連関図、系統図、特性要因図等）
については、JCHO-NET の掲示板等を通じて提供していきますので、現場での検討に活用ください。

information
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平
成
26
年
１
月
26
日
、
東
京
・
品
川
の
本

部
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
関
係
者
が
結
集
、 

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
ク
ラ
ウ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
合
同

キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
の
10
病
院
か
ら
は
院

長
・
事
務
部
長
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、

本
部
か
ら
は
Ｉ
Ｔ
推
進
課
、
そ
し
て
本
部
支
援

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社（
ア
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
）

の
合
計
約
50
名
が
一
堂
に
会
し
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
も
と
ク
ラ
ウ
ド
型
病
院
シ
ス
テ
ム

の
実
現
に
向
け
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

海
外
出
張
の
た
め
不
在
の
尾
身
理
事
長
に

代
わ
り
開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
本
部
・
管
理
担

当
藤
木
理
事
か
ら
、「
Ｉ
Ｔ
活
用
は
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

の
重
要
な
中
期
目
標
の
一つ
で
あ
り
、
ク
ラ
ウ

ド
型
シ
ス
テ
ム
構
築
は
日
本
の
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
の
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
開
く
も
の
と
し
て
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
総
力
を
も
っ
て
こ
れ
を
実
現
し
た

い
」
と
い
う
理
事
長
の
熱
い
思
い
が
披
歴
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
の
後
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
小
職
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
総
論
と
し
て
全
体
像
を
お
示
し
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
諸
施
設
が
業
務
の

結
果
と
し
て
創
出
す
る
予
防
期
・
急
性
期
・

回
復
期
・
維
持
期
の
健
康
・
診
療
デ
ー
タ
は

膨
大
な
量
で
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
化
で
シ
ス
テ
ム

を
集
約
す
る
こ
と
で
、
従
来
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た

こ
れ
ら
の
貴
重
な
医
療
・
健
康
情
報
が
体
系
的

に
確
保・保
存
で
き
、
将
来
の
日
本
の
医
療
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を

特
に
強
調
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
10

病
院
が
協
力
し
て
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
シ
ス
テ

ム
構
築
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、
病
院
横
断
的

に
色
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
業
務
上
の
工
夫
が
共
有

さ
れ
、
従
来
の
単
独
病
院
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

比
べ
て
幅
広
い
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
期

待
で
き
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
本
部
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か

ら
詳
細
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
計
画
が
示
さ
れ
、

各
病
院
を
訪
問
し
て
の
聞
き
取
り
調
査
、
現
状

の
確
認
な
ど
の
作
業
計
画
が
示
さ
れ
、
電
子
カ

ル
テ
ベ
ン
ダ
ー
が
決
定
す
る
ま
で
の
限
ら
れ
た

時
間
を
無
駄
な
く
活
用
す
る
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
参
加
者
全
員
で
質
疑
応
答
に
入
り
、

部
門
シ
ス
テ
ム
の
更
新
の
方
針
、
デ
ー
タ
移
行

に
関
す
る
手
順
の
確
認
、
院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
ど
の
よ
う
に
整
備
す
べ
き
か
等
々
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
10
病
院
関
係
者
を
代
表
し
て
、
相

模
野
病
院
院
長
兼
東
京
蒲
田
医
療
セ
ン
タ
ー
院

長
の
内
野
直
樹
院
長
か
ら
締
め
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
内
野
院
長
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
病
院
が
相
互
に
協
力
し
合
う
新

た
な
試
み
で
あ
り
、
か
つ
主
体
者
は
病
院
関
係

者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
各
病
院
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
成
功
に
導
こ
う
と
、

力
強
い
言
葉
で
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
13
日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
で
あ
る
「
本
部
・
グ
ル
ー
プ
病
院
導
入

委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
26
日

の
キ
ッ
ク
オ
フ
に
続
き
、
10
病
院
か
ら
各
病
院

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が

品
川
・
本
部
に
集
ま
り
、
本
部
Ｉ
Ｔ
推
進
課
、

本
部
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
な
計
画
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
導
入
委
員
会
は

原
則
２
週
間
に
一
度
開
催
さ
れ
、
電
子
カ
ル
テ

ベ
ン
ダ
ー
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
開
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
決
定
後
は
、
電
子
カ
ル
テ
ベ
ン

ダ
ー
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
が
入
り
、「
本
部・グ
ル
ー

プ
病
院
導
入
タ
ス
ク
チ
ー
ム
」
と
し
て
10
病
院

す
べ
て
が
シ
ス
テ
ム
導
入
を
完
了
す
る
ま
で
活

動
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

導
入
委
員
会
に
は
、
10
病
院
以
外
の
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
４
病
院
か
ら
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
５
０
０
床
を
超
え
る
大
規
模
病

院
か
ら
２
名
、
ク
ラ
ウ
ド
第
二
フ
ェ
ー
ズ
に
シ
ス

テ
ム
更
新
を
計
画
し
て
い
る
病
院
群
か
ら
２
名
、

合
計
４
名
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
の
方
々
が
10
病
院
メ

ン
バ
ー
と
と
も
に
ク
ラ
ウ
ド
構
築
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

い
よ
い
よ
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
ク
ラ
ウ
ド
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
空
に
は
色
々
な
雲
（
ク
ラ
ウ
ド
）

が
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
時
に
は
雷
鳴
を
と
ど
ろ

か
す
黒
い
雲
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
雪
解
け
を
誘

う
暖
か
い
南
風
を
含
ん
だ
雲
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

確
か
な
こ
と
は
雲
の
向
こ
う
に
は
必
ず
太
陽
の

光
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
色
々
な
困
難

を
乗
り
越
え
て
こ
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
ク
ラ
ウ
ド
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
未
来
を
照

ら
す
明
る
い
光
を
見
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
職
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

第
一
回
本
部
・
グ
ル
ー
プ
病
院

導
入
委
員
会
の
開
催

Ｗ
ａ
ｖ
ｅ 
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催

information

キックオフ会議の様子

JCHOクラウドプロジェクトの
活動がスタート！ 理事（ＩＴ担当）       中村　重郎
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看護専門外来について

『外国人患者受入れの拠点病院』の認定取得について

看護師長   　　　　　 　　　　　　　　　

がん性疼痛看護認定看護師　桐ヶ谷政美

　当院には、5 分野 8 名の認定看護師が勤務しています。院内
外の看護の質の向上を目標に、介護施設との学習会や訪問看護
師との茶話会など、地域とも連携を強化し活動しています。
　昨年 11 月には、外来・入院患者さま、地域で生活する方の疾
病予防、健康維持・増進、生活の質向上に貢献したいという願い
のもと、看護専門外来を開設いたしました。
　月曜から金曜の 10：00 〜 12：00、正面玄関横の専用ブースに
おいて、様々な相談に応じています。ときには、各科外来を巡回
し、各認定看護師の専門的な視点で、療養生活上の心配ごとや困
りごとがないか患者さまにお声掛けすることもあります。
　患者さまからは「待ち時間に、痛みが楽になるような姿勢の取
り方を教えてもらってよかった」「治療の説明を一緒に聞いて
もらえて安心でした」などの感想が聞かれています。
　頂いた相談については、認定看護師ランチミーティングで共
有し、更なるケアの質の向上に活かしています。
　まだ課題はありますが、利用して頂いた患者さま方との繋が
りを大切に活動しています。今後も、住み慣れた地域で安心して

暮らせる地域づくりに貢献できるよう、院内外の看護の質向上
や地域連携の強化に尽力していきます。
　

【　看護相談外来　】
月：糖尿病に関する相談 火：がんや痛みに関する相談
水：感染予防に関する相談 木：脳卒中後のリハビリに関する相談
金：皮膚や排泄に関する相談

　

事務部長　村越　悟

　日本で暮らす外国人は既に 200 万人を超え、観光や仕事で訪
れる人は年間 1340 万人に達しています。当院がある横浜市中区
は、約 15 万人の人口のうち在住外国人比率が約 11％と高く、医
療通訳の必要性が高い地域です。そのため、中国語、韓国語、英語
の出来る受付職員を既に４年前より配置しています。現在は、受
診手続きの案内と検査や診察の補助等を中心に、１月当たり平
均 80 名程度の通訳を行っています。また、昨年度より、中国銀聯

（ギンレン）というクレジットカードを採用する等、サービス向
上に努めています。
　こうした取り組みの中で、厚労省の平成 26 年度補助金事業の

「地域における外国人患者受入れの拠点となる医療機関」として、
全国 10 病院のうちの一つとして当院が選定されました。本事業
は、外国人患者受入れの体制整備の向上を図るとともに、周辺病
院等の外国人患者受入れに関するニーズにも対応することを目
的としているものです。

　今後は、よりきめ細かい通訳の実現と療養に関する相談機能
を高め、この地域での外国人患者に対する医療の拠点化を目指
していきます。

医療機関名 所在地

1 医療法人徳州会　札幌東徳州会病院 北海道札幌市

2 社会医療法人木下会　千葉西総合病院 千葉県松戸市

3 独立行政法人　国立国際医療研究センター病院 東京都新宿区

4 学校法人聖路加国際大学　聖路加国際病院 東京都中央区

5 医療法人沖縄徳州会　湘南鎌倉総合病院 神奈川県鎌倉市

6 独立行政法人地域医療機能推進機構　横浜中央病院 神奈川県横浜市

7 学校法人藤田学園　藤田保健衛生大学病院 愛知県豊明市

8 国立大学法人大阪大学　大阪大学医学部付属病院 大阪府吹田市

9 地方独立行政法人　りんくう総合医療センター 大阪府泉佐野市

10 国立大学法人九州大学　九州大学病院 福岡県福岡市

選定病院（10病院）

都道府県別、五十音順　　　2015 年 1 月 1 日

地域のニーズに応える
病院づくり

横浜中央病院
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